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      令和 4年度事業報告について 
（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

1.イベント交流活動事業 
（１）「2022 北海道スカイスポーツフェア ｲﾝ 余市」の開催 

令和 4 年度のフェアは、下記のとおり農道離着陸場「アップルポート余市」での開催を企画したが、

新型コロナウイルスの感染が拡大し終息にめどがつかないため、やむなく中止した。 
・概 要 
・テ ー マ  「山より高く！フルーツ薫る余市の空へ」 
・日  時  令和 4 年 9 月 4 日（日） 7：00～14：30 
・場  所  余市農道離着陸場「アップルポート余市」 
・主  催  （公社）北海道スカイスポーツ協会 

・共  催  余市町 
・後  援   国土交通省北海道開発局、北海道他 
・集客目標  3,000 人 

・プログラム内容 
〇飛行展示（デモフライト） 

グライダー、モーターグライダー、マイクロライトプレーン、モーターパラグライダー、スポーツカイ

ト スカイダイビング、模型飛行機（ラジコン） 
〇地上展示 

グライダー、モーターグライダー、マイクロライトプレーン、モーターパラグライダー、ラジコン、ス

ポーツカイト、熱気球（バスケット） 
〇スカイスポーツ教室、模擬競技会 
 紙飛行機、竹とんぼ、凧作り 
〇体験会 

パラグライダーふわり体験、模型飛行機（ラジコン）操縦、スポーツカイト操作、熱気球搭乗（係留）、

ヘリコプター体験搭乗（有料） 
〇アトラクション 

郷土芸能、お楽しみ抽選会、模擬競技会、凧揚げ大会（大凧 連凧） 
〇グルメ、物販コーナー 

 
（２）スカイスポーツ競技会への支援 

①「第 21 回 HOSPA 杯争奪スケールアクロ競技会」北海道 RC 模型航空連盟 
  下記のとおり計画したが、参加者少数につき中止した。 
  ・開 催 日 7 月 24 日(日) 
  ・場  所 札幌エアーメイツ専用飛行場 
②「第 16 回 HOSPA CAP in 島牧」北海道ﾊﾝｸﾞ･ﾊﾟﾗｸﾞﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ連盟 
   ・開 催 日 10 月 1 日(土)～10 月 2 日(日) 

 ・場   所 島牧村 歌島高原 
 ・参 加 者 14 名（1 日目 14 名、2 日目 12 名） 
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（３）スカイスポーツ関係者交流会の開催 
 新型コロナウイルス感染拡大のため中止した。 
 

.啓発普及活動事業について 
（１）広報誌等の発行による啓発普及 
①広報誌「あえる」第 64 号発行 1 月 15 日付（2,000 部） 

会員、スカイスポーツ団体、関係法人等幅広く配布。ホームページにも掲載し、今後開催予定の

各種講習会･体験会・ＳＳ教室や北海道スカイスポーツフェア来場者にも配布する予定。 
 
②スカイスポーツイベントカレンダーの発行 

道内各団体の主要イベントを収集し 4 月に発行。関係者他一般に配布、ホームページにも掲載し

た。 
 
（２）情報収集提供 
①ホームページの活用 
・当協会案内の更新（事業計画・決算情報等の開示） 
・広報誌（あえる）・北海道内におけるイベント情報・スカイスポーツガイドブックの掲載 
・主催・共催事業・トピックスのお知らせ、フェア DVD 動画の掲載 
ここ数年当協会ホームページのアクセス件数は順調に増え、月平均 2000件を超えている。 

 
②「北海道におけるスカイスポーツガイド 2022」の発行 
  2022 年版のガイドブックを 10 月に発行し、約 450 か所の関係個所に配付した。 
 
③「レッツ・スカイスポーツ 2022」の開催 
  札幌駅前通り地下歩行空間（チ・カ・ホ）にて、グライダーやウルトラライトプレーンをはじ

め各種スカイスポーツ機材を展示し、一人でも多くの人に、見て、触れていただき、より身近な

スポーツとして興味をもっていただけるように情報提供を行った。 
  ・日  時  ８月７日（日）９時～１９時 
  ・場  所  札幌駅前通り地下歩行空間（チ・カ・ホ）北３条広場 

・展示機器  グライダー ～ 機体１機、フライトシミュレーター１台 
       ウルトラライトプレーン ～ 機体１機 
       パラグライダー ～ シミュレーター１台 
       スポーツカイト ～ 機体 5機（大）他 
       紙飛行機 ～ 各種多数 
       竹とんぼ ～ 各種多数 

  ・来場者数  約 2,000 名 
 
④後援共催等イベント支援事業 

・「第 49 回北海道バルーンフェスティバル」 上士幌町 8 月 12 日（金）～14 日（日） 
・「札幌エアショー2022」 札幌丘珠飛行場 7 月 24 日（日）（新型コロナ感染拡大のため中止） 
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（３）体験会の開催 
①パラグライダー無料体験講習会 
 開 催 日  9 月 25 日(日) 9：45～14：00 
 場  所  ぴっぷスキー場 
 参加人員  27 名 

参加者全員がショートフライト（最大高度約 2ｍ）を体験できた。 
    

 ②みんなのスカイスポーツ教室 
  5 月 22 日（日） 札幌市 

・バルーン体験搭乗会 前田森林公園 ～ 参加予定者 107 名（抽選）・・強風により中止 
   ・ふしぎ飛行機教室  前田北小学校体育館 ～ 参加者 31 名 
  6 月 19 日（日） 当麻町 

・バルーン体験搭乗会 当麻スカイパーク ～ 106 名（抽選） 
   ・ふしぎ飛行機教室  当麻町スポーツセンター ～ 参加者 34 名 
    開催した 2 か所とも予定を超える多数の申し込みがあり、抽選で参加者を決定した。 
 
（４）安全講習会等の開催・支援 
  イ、安全講習会の開催・支援 
  〇マイクロライトプレーン 
  開 催 日  令和 4 年 4 月 3 日（日） 9：30～12：30 
  場  所  帯広とかちプラザ 3階会議室 
  主  催  北海道ウルトラライト航空連盟 
  共  催  (公社) 北海道スカイスポーツ協会 
  テ ー マ  機械的トラブル事例発表および過去の事故事例について 
         講師 北海道ウルトラライト航空連盟 顧問 山本満則 
         講師 北海道ウルトラライト航空連盟 副会長 笹嶋千秋 

講師 北海道ウルトラライト航空連盟 会長 滝野 浩 
  参加人員  28 名 

 
〇ハング・パラグライダー 

      開 催 日  令和 4 年 7 月 3 日（日）、7 月 10 日（日）、10 月 3 日（月） 
     場  所  赤井川村 パラライフ北海道講習場 
     主  催  北海道ハング・パラグライディング連盟 
     共  催  (公社) 北海道スカイスポーツ協会 
     内  容  ① ヒアリング ② 装備、技術確認 ③ メニュー作成 

④ グランドハンドリング実施  （所要時間約 2時間 30分） 
             講師：佐々木泰文（JHFパラグライダー教員） 

   参加人員  7 名 
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 ロ、指導者研修会の支援 
  ○グライダー（北海道滑空協会主催） 
    開 催 日  10 月 15 日（土）、10 月 16 日（日） 
   場  所  たきかわスカイパーク 
   講  師  櫻井玲子（日本グライダークラブ フライトインストラクター） 

内  容  異常姿勢からの回復操作の実施手順など 
   参加人員  4 団体 9 名 
 
  〇ハング・パラグライダー 
   開 催 日  6 月 22 日（土）、6 月 23 日（日） 
   場  所  ルスツフライトエリア 
   講  師  田代茂樹（北海道連盟） 

内  容  (座学)JHFパラグライダー教本 
      (実技)グランドハンドリング実技及びフライト実技の指導 

   参加人員  4 団体 4 名 
 
ハ、安全対策検討会 

   出席者が所属する団体での取り組み状況や反省点のほか、フェア実施時における安全面での課

題も含めて意見交換する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大のため中止した。 
 
3.その他の主な活動 
 開催会議 

令和 4 年 4 月 19 日(火) 令和 4 年度第 1 回理事会 
  令和 4 年 5 月 20 日(金) 令和 4 年度定時総会 

令和 4 年 5 月 20 日(金) 令和 4 年度第 2 回理事会 
令和 4 年 3 月 24 日(金) 令和 4 年度第 3 回理事会 


